
平成２４年度  入学試験問題

理　　科
第 ３ 回

試験時間は社会とあわせて６０分です。（１１：１０〜１２：１０）

問題は１ページから10ページまでです。

解答はすべて解答用紙に記入してください。

解答用紙に受験番号、氏名を記入してください。

【注　意】
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太さが一様でない長さ 50 cmの棒ＡＢを、図１のようにＢ端
��

を地面につけたまま、
Ａ端を真上に少し持ち上げたところ、ばねはかりは 30ｇを示しました。次に、図２の
ようにＡ端を地面につけたまま、Ｂ端を真上に少し持ち上げたところ、ばねはかりは
70ｇを示しました。

図１ 図２

（１）図３のように、棒ＡＢの両はしにばねはかりをつけて水平になるように持ち上げ
たとき、ばねはかりはそれぞれ何ｇを示しますか。

図３

（２） 棒ＡＢにばねはかりを１つつけて持ち上げたところ、棒は水平になりました。

①　ばねはかりをつけた位置はＡ端から何cmのところですか。

②　ばねはかりは何ｇを示しますか。

次に、棒ＡＢを糸でつるし、この棒に３種類のおもり（●、■、▲）をつるす実験
を行いました。

（３）図４のように、■のおもりをつるしたところ、棒が水平になりました。■のおも
りは何ｇですか。

図４
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（４）図５のように、■、●、▲のおもりをつるしたところ、棒が水平になりました。
▲のおもりの重さは●のおもりの重さの何倍ですか。

図５

（５）図６のように、●、■のおもりをつるしたところ、棒が水平になりました。●の
おもりは何ｇですか。

図６

（６）図７のように、●、▲のおもりをつるしました。ところが、棒は水平になりませ
んでした。しかし、さらに■のおもり１つをつるしたところ、棒が水平になり
ました。■のおもりをつるした位置はＡ端から何cmのところですか。

図７
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次の物質をそれぞれ粉末状にして混合し、操作１〜３を行いました。

ア．食塩　　　イ．木炭　　　ウ．鉄　　　エ．銅　　　オ．アルミニウム

なお、鉄、銅、アルミニウムが燃焼により酸化鉄、酸化銅、酸化アルミニウムにな
ると、重さはそれぞれ40％、25％、90％増えます。

操作１　最初、混合物の重さは１.６ｇでした。これにうすい水酸化ナトリウム水
��

溶
��

液
��

を十分に加え、よくかき混ぜてからしばらく置き、ろ過してから、
蒸留水でよく洗いました。ろ過した後の混合物をよく乾

��

かし、重さを
量ったところ１.１ｇでした。

操作２　操作１で乾かした混合物１.１ｇにうすい塩酸を十分に加え、よくかき混
ぜてからしばらく置き、ろ過してから、蒸留水でよく洗いました。ろ過
した後の混合物をよく乾かし、重さを量ったところ０.７ｇでした。

操作３　操作２で乾かした混合物０.７ｇを十分に燃焼させ、冷えてから残った物
質の重さを量ったところ０.５ｇでした。

（１）操作１でうすい水酸化ナトリウム水溶液に溶
�

けたものを選び、記号で答えなさ
い。なお、複数あるときはすべて答えなさい。

（２）操作１、２では同じ気体が発生しました。その気体の名前を答えなさい。

（３）操作２でうすい塩酸に溶けたものを選び、記号で答えなさい。なお、複数あると
きはすべて答えなさい。

（４）操作３で燃焼後に残った物質の名前を答えなさい。なお、複数あるときはすべて
答えなさい。

（５）操作３で燃焼後に残った物質の色として適切なものを次より１つ選び、記号で答
えなさい。

ア．赤茶色　　イ．黒色　　ウ．白色　　エ．銀色　　オ．青緑色

（６）混合物に含まれていた鉄と木炭の重さをそれぞれ答えなさい。

（７）この混合物にマグネシウムが入っていたとするとどうなりますか。正しいものを
次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．操作１でうすい水酸化ナトリウム水溶液に溶ける。
イ．操作２でうすい塩酸に溶ける。
ウ．操作３により酸化マグネシウムになる。
エ．操作１〜３では変化せず、マグネシウムのまま残る。

２
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次の問いに答えなさい。

Ⅰ　　図８のように、三角フラスコに赤インクを溶
�

かした水を入れて、根を切ったト
ウモロコシをさして１日おいた後、茎

��

の部分を切り、断面を観察しました。

（１）このとき観察したトウモロコシの茎の断面として最も適切なものを次より１
つ選び、記号で答えなさい。ただし、黒くぬりつぶされている部分は、赤く
染まった部分を示しています。

（２）（１）で赤く染まった部分は道管と考えられます。なぜ道管と考えられるの
か、理由を説明しなさい。

（３）茎の断面の特
��

徴
���

がトウモロコシと同じである植物を次よりすべて選び、記号
で答えなさい。

ア．イネ　　　　　イ．カボチャ　　　　　　ウ．バラ
エ．エンドウ　　　オ．チューリップ 

３

図８
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Ⅱ ある池の中ですんでいる植物プランクトンと動物プランクトンを顕
��

微
�

鏡
���

で観察
しました。図９は、Ａ〜Ｅの生物を同じ大きさになるようにスケッチしたもの
で、実際の大きさは同じとは限りません。

（４）Ａ〜Ｅの生物のうち、実際の大きさが最も大きいものを１つ選び、記号で答
えなさい。

（５）Ｂの生物の名前を答えなさい。

（６）Ｃの生物とからだのつくりの上で同じ仲間となる生物を、次より２つ選び、
記号で答えなさい。

ア．ミカヅキモ　　イ．エビ　　　ウ．タツノオトシゴ　　エ．イカ
オ．カニ　　　　　カ．クラゲ　　キ．タコ

図９

Ａ　　　　　　　Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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（７）図10は、この池の中にすんでいる植物プランクトンと動物プランクトンの数
が、時間とともにどのように変化するかを調べたものです。なお、この池に
は植物プランクトンと動物プランクトンだけがすんでいるものとします。

① 図10で、動物プランクトンの数を表しているのはどちらですか。記号で答え
なさい。

② この池に養分を加えると、植物プランクトンの数が増えました。養分を加え
た後の植物プランクトンと動物プランクトンの数の変化として、最も適切な
ものを次より１つ選び、記号で答えなさい。
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ある日、夜空を観察すると図11のように、夏の大三角が見えました。また、

ａ夏の大三角付近に白っぽい帯状のものが見えました。

半年後に夜空を観察すると、今度は冬の大三角が見えました。また、カメラで撮
��

影
��

したところ、ｂ冬の大三角付近にも白っぽい帯状のものがうすく見えることが確認で
きました。このように、季節によって見える夜空の様子が異なるのは、図12のように

ｃ地球が太陽の周りをまわっているからです。

宇宙にはｄ太陽系に含まれる天体や、星座を形作る天体以外にも数多くの天体があ
ります。これらは宇宙の中でばらばらに存在しているのではなく、集団をつくって存
在していることが多く、この集団は銀河と呼ばれています。宇宙には銀河が数多く存
在していますが、太陽系が含まれる銀河は「銀河系」と呼ばれています。

４
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（１）下線部ａ、ｂについて、白っぽい帯状のものを何といいますか。

（２）夏の大三角を構成している星Ａ、星Ｂの名前を答えなさい。

（３）星Ａと星Ｃを比べると、星Ａの方が強い光を放っていることがわかっています。
しかし、地球から見るとほぼ同じ明るさに見えます。その理由を答えなさい。

（４）下線部ｃについて、地球が太陽の周りを回ることを何といいますか。

（５）下線部ｄについて、次の問いに答えなさい。

① ある日、日本のある地点から月を観察したところ、図13のような形の月が見
えました。

この月が南中する時刻として適切なものを次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．午前０時　　　イ．午前６時　　　ウ．午後０時　　　エ．午後６時

図13
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② 望遠鏡を使って金星を観察したところ、金星も満ち欠けをすることが分かり
ました。これは、地球、金星、太陽の位置関係が変化することによって起こ
る現象です。日本のある地点から金星が図14のように見えるとき、金星は図
15のどの位置にありますか。適切なものを１つ選び、記号で答えなさい。た
だし、図15は北極星の方向から見た図です。

③ 金星は満ち欠けをするだけでなく、見かけの大きさも変化して見えます。見
かけの大きさが最も小さく見えるもの（Ｘの長さが最も短く見えるもの）を
次より１つ選び、記号で答えなさい。

図14
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図15
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（６）下線部ａ、ｂについて、白っぽい帯状のものはどちらも「銀河系」を内側から見
たものです。夏と冬とでの見え方の違

��

いには、「銀河系」の中での太陽系の位置
が関係しています。「銀河系」は図16のように円

��

盤
��

のような形をしていますが、
この中で太陽系の位置はどこでしょうか。適切なものを次のア〜エより１つ選
び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

「銀河系」を円盤にそって
横から見た図

図16

「銀河系」を円盤に垂直な
方向から見た図



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


